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特集より便利に！越美北線

路線バスとの連携・全線復旧1周年イベント

P4エコ・グリーンツーリズム推進プラン策定
P6おおのに住みたい人を応援します
P8ふるさと納税スタート
P96月は環境月間など

読者アンケートに協力を（みっけ折込）

ヒマワリ楽しみだね

5月1日、スターランドさかだにで

市内園児など約350人が参加してヒマ

ワリの種まきが行われました。自分の

顔よりも大きな花が咲くと説明を受け

てびっくり。ヒマワリは7月下旬から

咲き始め、8月下旬に園児たちが種を

収穫。その種でヒマワリ油が作られる

予定です。

広報紙の概要 （携帯版）

http://www.city.ono.fukui.jp/mb/m-index.html
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よ
り
便
利
に
！
越
美
北
線

　

J
R
越
美
北
線
は
、
最
終
列
車
の
時
間
が
早
い
な

ど
の
理
由
か
ら
、
通
勤
手
段
と
し
て
利
用
し
づ
ら
い

と
の
声
が
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
を
高
め
て
マ

イ
カ
ー
通
勤
か
ら
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
に
今
年

度
か
ら
京
福
バ
ス
や
県
と
の
連
携
事
業
を
行
い
ま
す
。

事業概要

◆利用できる人

JR越美北線通勤定期を持っている人

◆利用できるバス

京福バス大野線の3便

京福バスターミナル発午後8時50分、午後9時45分

午後10時30分

◆利用できる区間

【乗車】京福バスターミナル－福井市営野球場前

【降車】宿布－越前大野駅前

◆利用者負担

普通運賃の約1／3※交付は5枚単位

京福バスが1／3、市と県で1／3の金額を補助

◆交付場所

大野市生活防災課・福井市交通政策室・美山総合支所

バ
ス
運
賃
が
約
1
／
3
に

　

越
美
北
線
の
越
前
大
野
行
き
最

終
列
車
時
刻
は
、
福
井
駅
発
午
後

九
時
四
十
八
分
。
県
内
他
の
路
線

で
は
、
越
前
市
方
面
の
J
R
線
最

終
列
車
時
刻
が
、
午
後
十
一
時
十

七
分
。
芦
原
温
泉
方
面
は
、
午
後

十
時
五
十
二
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
年
五
月
十
五
日
現

在
）
ま
た
、
帰
宅
時
間
帯
の
便
数

も
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
上
記
概
要
の
と
お
り

帰
宅
時
間
帯
の
公
共
交
通
機
関
便

数
を
京
福
バ
ス
と
連
携
す
る
こ
と

で
対
応
。
六
月
十
三
日
か
ら
越
美

北
線
通
勤
定
期
券
を
利
用
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
京
福
バ
ス
大
野

線
の
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。
京

福
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
越
前
大

野
駅
前
の
通
常
運
賃
九
九
〇
円
が

三
三
〇
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
越
美
北
線
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
生
活
防
災
課
市
民
生
活
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
1
）

　

朝早くから福井方面へ向かう車両の列。

毎日、約4900人が市外へ通勤や通学を

しています。福井市の国道158号合流地

点は、午前6時50分頃には混雑。特に

冬期間は通勤に多くの時間と労力を要し

ます。（5月8日撮影）

京福バス

利用券を

購入したい人

利用券購入方法

1交付申請
・通勤定期を提示

・交付申請書に記入

・利用者負担金を納入

※代理人申請可

交付場所

大野市生活防災課

福井市交通政策室・

美山総合支所

2申請受理
内容を確認しそ

の場で利用券を

交付
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全
線
復
旧
か
ら
一
年

越
美
北
線
は
、
平
成
十
六
年
七

月
の
豪
雨
で
足
羽
川
に
架
か
る
鉄

橋
が
流
失
し
た
た
め
、
美
山
－
越

前
東
郷
間
は
代
行
バ
ス
で
運
行
。

乗
車
時
間
が
増
加
し
た
こ
と
や
乗

り
換
え
が
不
便
な
た
め
、
利
用
者

数
が
減
少
し
ま
し
た
。

市
民
の
懸
命
な
要
望
や
、
県
・

市
の
関
係
機
関
に
対
す
る
粘
り
強

い
要
請
な
ど
に
よ
り
平
成
十
九
年

六
月
三
十
日
に
全
線
復
旧
し
て
か

ら
一
年
。
利
用
者
数
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
一
日
平
均
四
十
八
人

増
加
。
六
月
二
十
九
日
に
は
全
線

復
旧
一
周
年
を
記
念
し
、
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

豪
雨
災
害
で
不
便
に
な
っ
た
こ

と
で
、
改
め
て
市
民
に
欠
か
せ
な
い
足
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

越
美
北
線
。
今
後
の
利
用
状
況
が

存
続
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
十
九
年
度
は
、
乗
車
人

員
が
増
加
し
た
も
の
の
、
福
井
豪

雨
以
前
の
平
成
十
五
年
度
利
用
者

数
と
比
較
す
る
と
ま
だ
低
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
越
前
大
野
駅
と
北
大

野
駅
に
無
料
の
駐
車
場
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
自
動
車
と
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
は
、
地
球
環
境
に
優
し
く

通
勤
の
労
力
も
軽
減
で
き
る
た
め

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

六
月
は
環
境
月
間
。
通
勤
や
通

学
、
休
日
の
家
族
の
お
出
掛
け
な

ど
に
環
境
に
も
人
に
も
や
さ
し
い

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

問
生
活
防
災
課
市
民
生
活
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
1
）

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
度

乗
車
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

お
風
呂
に
入
ろ
う

市
で
は
、
越
美
北
線
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
に
、
普
通
乗

車
券
で
五
回
乗
る
と
市
内
入
浴

施
設
の
い
ず
れ
か
を
利
用
で
き

る
「
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
制
度

を
四
月
一
日
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。
入
浴
が
で
き
る
施
設
は
、

あ
っ
宝
ん
ど
・
う
ら
ら
館
・
平

成
の
湯
・
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
九
頭

竜
の
四
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
五
月
二
十
三
日
か
ら
拡

充
。
東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯
・

キ
ュ
ー
ピ
ー
湯
・
日
乃
出
湯
の

市
内
五
銭
湯
で
も
入
浴
が
で
き

ま
す
。
ダ
イ
ヤ
改
正
で
よ
り
便

利
に
な
っ
た
越
美
北
線
を
利
用

し
て
、
無
料
で
お
風
呂
に
入
り

ま
せ
ん
か
。

出発式終了後に乗車する乗客。多くの家族連れで賑わい、子どもたちの

笑顔がはじけました。（平成19年6月30日）

越美北線全線復旧1周年イベント案内

駅前広場市

日程6月29日（土）

時間午前10時－午後4時

場所越前大野駅と市営駐車場

内容・地元特産品を集めた地場産市やJRグッズの販売、

ミニコンサート

・まちなかウオーキング（観光ボランティアガイドの

案内による七間通り、寺町通りの散策）

・越前おおのスタンプラリー

・市内や越美北線沿線の小学生から公募した「越美北

線の絵」の展示（越前大野駅と福井駅で6月29日－

7月21日まで）

その他イベント開催中は市営駐車場の一部への車両進入禁止

問生活防災課市民生活係（TEL66・1111内線461）

越美北線スタンプカード

大野市
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越前おおの型エコグリーンツーリズム

推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

　

大
野
が
誇
る
自
然
環
境
や
歴
史
、
文
化
な
ど

の
魅
力
を
生
か
し
た
体
験
交
流
の
実
践
に
よ
り

「
越
前
お
お
の
フ
ァ
ン
」
を
増
や
し
、
さ
ら
に

地
域
の
魅
力
を
高
め
て
、
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
故
郷
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
す

　

近
年
、
都
市
に
暮
ら
す
人
々
の

間
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
や
す
ら

ぎ
を
求
め
て
「
田
舎
」
で
余
暇
を

過
ご
そ
う
と
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

受
け
て
地
方
で
は
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
有
効
な
手
段
と
し

て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
都

市
住
民
と
の
交
流
を
推
進
す
る
動

き
が
全
国
的
に
活
発
化
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

今
回
の
推
進
プ
ラ
ン
で
は
、
「
越

前
お
お
の
型
エ
コ
・
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
、
「
都
市
部
に

は
な
い
自
然
環
境
な
ど
本
市
の
魅

力
を
最
大
限
に
生
か
し
て
市
民
と

都
市
住
民
に
よ
る
対
等
で
継
続
的

な
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
活

動
」
と
位
置
付
け
、
基
本
的
な
方

向
を
示
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
、

平
成
二
十
年
－
二
十
四
年
度
の
五

年
間
で
す
。

※エコ・グリーンツーリズム

　

福井県独自の考え方で、特色は豊富な山・

里・海・湖の幸が産み出す農業・林業・漁業全

てが体験できて、豊かな自然環境に生息する希

少動物の生態が観察できること。そして地域の

歴史や文化を体験することでスローライフや自

然環境の価値を再発見することです。

推
進
プ
ラ
ン
の
目
標

　

市
民
が
地
域
に
誇
り
を
持
っ

て
、
自
然
や
農
林
業
、
日
々
の
暮

ら
し
と
結
び
つ
い
た
体
験
型
交
流

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
訪
れ
た
人

が
本
市
の
豊
か
さ
を
体
感
。
「
越

前
お
お
の
」
フ
ァ
ン
の
獲
得
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
で
、
地
域
が
さ
ら

に
魅
力
を
増
し
て
子
孫
が
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
故
郷
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
住
む
人
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
地
域
こ
そ
が
、
来
訪
者

が
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
地
域
に

な
る
と
い
う
考
え
方
で
地
域
に
磨

き
を
か
け
て
、
従
来
の
“
見
る
だ

け
食
べ
る
だ
け
の
観
光
”
か
ら
、

“
学
び
や
交
流
・
体
験
、
自
然
保

護
な
ど
を
考
え
て
実
践
す
る
旅
”

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　

現
状
で
は
、
市
内
の
様
々
な

人
や
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
を

持
っ
て
、
観
光
や
教
育
の
た
め
の

農
林
業
体
験
・
自
然
体
験
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ

れ
ら
の
事
業
者
が
一
同
に
集
う
推

進
組
織
を
設
置
。
本
市
に
お
け
る

「
越
前
お
お
の
型
エ
コ
・
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
総
合
窓
口
と

し
て
申
し
込
み
や
受
け
入
れ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
え
る
よ
う

な
組
織
を
目
指
し
ま
す
。
推
進
組

織
の
総
合
的
な
取
り
ま
と
め
役

と
し
て
、
「
越
前
お
お
の
農
林
樂

舎
」
の
設
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
内
で
す
で
に
体
験
交
流
事
業

を
実
践
し
て
い
る
団
体
は
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
と
し

て
、
農
林
業
体
験
や
そ
ば
打
ち
、

登
山
な
ど
を
挙
げ
る
一
方
で
郷
土

料
理
や
伝
統
の
暮
ら
し
、
手
工
芸

な
ど
新
し
い
取
り
組
み
分
野
へ
の

意
欲
も
み
せ
て
い
ま
す
。
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
実
際
に
試
行
を
重

ね
る
中
で
参
加
者
の
満
足
度
が
高

ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
開
発

と
試
行
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
よ
り

魅
力
あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

▽
地
域
の
取
り
組
み
の
推
進

　

エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
風
土
や
文
化
、
人
な
ど
地
域
そ

の
も
の
を
体
感
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
や
ヒ
マ
ワ
リ

の
植
え
付
け
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▽
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

　

里
芋
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
味
噌
加

工
体
験
な
ど
多
様
な
資
源
を
有
効

に
活
用
し
た
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
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企
画
や
開
発
を
支
援
し
ま
す
。

▽
情
報
の
発
信

全
市
的
な
受
け
入
れ
態
勢
や
窓

口
を
整
備
し
て
都
市
住
民
の
来
訪

を
促
す
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行

う
た
め
、
「
越
前
お
お
の
農
林
樂

舎
」
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

▽
機
能
の
整
備

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
家
民
宿
、

体
験
農
園
な
ど
都
市
住
民
が
滞
在
し
な
が
ら

交
流
を
楽
し
め
る
施
設

な
ど
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
▽
各
団
体
と
の
連
携

市
内
で
エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
行
っ
て
い
る
多
様
な
団

体
が
連
携
し
、
体
験
交
流
活
動
を

提
供
し
ま
す
。

問
産
業
政
策
課
産
業
支
援
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
9
2
）

都心部住民の関心調査

推進プランの策定に当たり、近隣の都心部である関西圏、

中京圏の住民がエコ・グリーンツーリズムについてどのよう

なニーズを持っているか調査。旅行会社に対して、おおの型

ツーリズムの可能性についてヒアリング形式で行いました。

［主な意見］

1大野市の注目素材は、失われた懐かしい田園風景（子どもに伝えたい

と思う風景）、固有の風景（棚田の中の巨石）、星がきれいに見えるス

ポット、朝市、酒、伝統野菜、郷土料理、和泉地区の木材加工施設

2大野市内でルートを作る場合は、自然体験・農村体験を繋いでいくこ

とが必要。単にエリアを結んでも旅行としての意味は生まれない

3団体客のターゲットは教育旅行。各種の体験を選択し、組み合わせが

できるよう提供する・個人客では定年退職者世代、小学生以下の子ど

もを持つ家族をターゲットとする

国
の
支
援
事
業
に
計
画
採
択

越
前
お
お
の
・
阪
谷
有
機
の
里
づ
く
り
推
進
協
議
会

市
で
は
、
「
越
前
お
お
の
型
食
・

農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
平
成

十
九
年
三
月
改
訂
）
に
沿
っ
て
有

機
農
業
や
堆
肥
散
布
へ
の
支
援
な

ど
環
境
に
調
和
し
た
農
業
を
推

進
。
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
大
野
の
農
業
・

農
村
全
体
を
「
越
前
お
お
の
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

北
陸
で
唯
一
の
採
択

四
月
八
日
に
、
「
越
前
お
お
の
・

阪
谷
有
機
の
里
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
（
黒
田
宗
雲
代
表
）
の
事
業

計
画
が
国
の
支
援
事
業
（
有
機
農

業
総
合
支
援
対
策
事
業
）
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
計
画

は
、
市
が
進
め
る
方
針
に
合
致
。

高
付
加
価
値
の
農
産
物
の
生
産
や

販
売
、
安
心
で
安
全
な
食
物
を
積

極
的
に
普
及
啓
発
す
る
こ
と
に
よ

り
、
「
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
の
魅
力
あ
る
素
材
づ
く
り

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
事
業
計
画
は
、
全
国
百

七
団
体
が
申
請
し
た
う
ち
、
四
十
五
の

採
択
団
体
の
一
つ
に
選
出
。

新
潟
県
を
含
む
北
陸
四
県
で
唯
一

の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

阪
谷
地
区
は
、
国
の
有
機
J
A
S

や
県
の
特
別
栽
培
農
産
物
制
度

の
認
証
取
得
農
家
も
多
く
、
一
般

農
家
も
農
業
体
験
施
設
「
ス
タ
ー

ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
」
の
ぼ
か
し
堆

肥
や
「
六
呂
師
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」

の
堆
肥
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い

る
有
機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者

が
多
い
の
が
特
徴
。
事
業
期
間
は

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
、

数
値
目
標
を
設
け
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

事
業
を
継
続
す
る
に
は
毎
年
事
業

計
画
を
提
出
し
国
の
審
査
が
必
要

で
す
。

市
の
取
り
組
み

「
越
前
お
お
の
型
農
業
」
の
推

進
や
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
、
エ
コ
・

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
担
う
、

新
た
な
組
織
と
し
て
「
越
前
お
お

の
農
林
樂
舎
」
の
設
立
を
目
指
し

ま
す
。
有
機
農
業
の
取
り
組
み
が

盛
ん
に
な
り
、
「
越
前
お
お
の
ブ

ラ
ン
ド
」
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
農
林
振
興
課
生
産
振
興
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
1
4
）

事業取り組み内容

・新たな有機農業者の育成

・有機農業技術の研究

・有機栽培の生産規模拡大

・有機農産物の販売促進

・消費者への普及啓発

阪谷地区有機農業推進の拠点となる農業

体験施設「スターランドさかだに」
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お
お
の
に
住
み
た
い
人
を
応
援
し
ま
す

市
で
は
、
大
野
市
に
多
く
の
人
が
暮
ら
す
こ
と
で
市

民
の
交
流
が
拡
大
し
、
よ
り
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
策
と
し
て
四
月
か
ら
二
つ

の
事
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

越
前
お
お
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度

空
き
家
の
有
効
活
用

越
前
お
お
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

制
度
で
は
、
売
却
や
賃
借
が
可
能

な
市
内
に
あ
る
「
空
き
家
」
の
情

報
を
所
有
者
か
ら
募
集
。
そ
の
情

報
を
市
内
外
の
住
宅
購
入
・
借
り

入
れ
希
望
者
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
大
野
市
へ
の
定
住
を
促
進
し

て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
は
、

多
く
の
購
入
希
望
者
が
情
報
を
気

軽
に
取
得
で
き
る
よ
う
下
図
の
と

お
り
県
や
宅
地
建
物
取
引
業
者
と

連
携
。
「
空
き
家
」
の
情
報
が
多

い
ほ
ど
定
住
促
進
が
期
待
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
空
き
家
の
情
報
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

バ
ン
ク
へ
の
登
録

申
し
込
み
方
法
は
、
「
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」
と
「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
」

を
市
総
合
政
策
課
に
提
出
。
提
出

※空き家バンク登録に関する注意事項

・登録は1人につき1物件のみ

ただし所有者が宅地建物取引業者の場合

は、複数の物件登録が可能

・宅地建物取引業者以外の空き家所有者は

宅地建物取引業者の仲介が必要

・取引に当たっては、宅地建物取引業法に

基づく手数料が必要

・宅地建物取引業者の紹介希望者には、福

井県宅地建物取引協会を紹介

空き家情報バンク手続きの流れ

空
き
家
所
有
者

福井県ホームページ

ふくい空き家

情報バンク

空き家情報のリンク 情報交換

閲覧

越前おおの空き家

情報バンク
登録申込

情報提供

情報交換

仲介の依頼 宅地建物
取引業者

売買交渉

売買・賃借契約の締結

購
入
・
借
入
希
望
者

（6）2008．6広報おおの
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い
た
だ
い
た
書
類
内
容
を
確
認

後
、
物
件
の
概
要
や
写
真
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

売
買
な
ど
の
交
渉

右
下
図
の
と
お
り
、
宅
地
建
物

取
引
業
者
か
ら
連
絡
を
受
け
、
業

者
仲
介
の
も
と
で
購
入
等
希
望

者
と
交
渉
を
行
い
ま
す
。
（
原
則

と
し
て
市
は
交
渉
に
関
与
し
ま
せ

ん
）売
買
契
約
締
結
後
は
、
「
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
取
消
願
書
」
を
必

ず
提
出
。
売
買
契
約
締
結
以
外
の

理
由
で
登
録
の
取
り
消
し
を
希
望

す
る
場
合
も
願
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

空
き
家
情
報
の
閲
覧

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
物
件
の
概
要
」

と
「
問
合
せ
先
」
を
掲
載
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
宅
地
建
物
取
引
業

者
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
。

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
バ
ン
ク
登
録
で
知
り

得
た
情
報
は
、
本
事
業
の
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
3
3
）

越
前
お
お
の
定
住
促
進
事
業

市
内
に
転
入
し
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
住
宅
取

得
価
格
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

城
下
町
地
区
を
重
視

補
助
金
は
、
▽
市
に
定
住
す

る
た
め
に
住
宅
を
取
得
▽
平
成

二
十
年
四
月
一
日
に
大
野
市
に

住
民
登
録
が
な
い
▽
新
築
住
宅

取
得
の
場
合
に
限
り
、
市
内
業

者
が
施
工
し
た
住
宅
を
取
得
▽

取
得
し
た
住
宅
に
係
る
固
定
資

産
税
の
納
税
義
務
者
▽
市
税
の

滞
納
金
が
な
い
の
五
条
件
す
べ

て
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
下
表
の
と
お

り
新
築
か
中
古
か
の
取
得
住
宅

の
種
別
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る

場
所
で
決
定
し
ま
す
。
受
付
期
間
は

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
。
取
得
し
た
住
居
に
入
居
後
、

期
間
内
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
は
、
「
越
前
お
お
の
定
住

促
進
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
」

に
誓
約
書
な
ど
必
要
な
書
類
を
添

え
て
市
都
市
計
画
課
に
提
出
。
申
請
書
類
確
認
後
、

「
越
前
お
お
の

定
住
促
進
事
業
補
助
金
交
付
決
定

通
知
書
」
が
申
請
者
に
届
き
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
は
、
転
入
日
の

翌
月
か
ら
数
え
て
六
カ
月
後
以
降

で
す
。
六
カ
月
が
経
過
し
た
ら
、

「
越
前
お
お
の
定
住
促
進
事
業
補

助
金
交
付
請
求
書
」
に
交
付
決
定
通
知
書
の

写
し
を
添
え
て
、
市
都

市
計
画
課
に
提
出
す
る
と
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
そ
の
他
、
就

職
や
就
学
の
た
め
に
平
成
二
十
年

四
月
一
日
よ
り
前
に
市
に
転
入
さ

れ
て
い
た
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
伝
統
的
な
民
家
を
取

得
す
る
場
合
は
別
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
定
住
促
進
を
重
要
施
策
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
知

人
や
友
人
へ
の
制
度
情
報
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
公
園
住
宅
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
5
）

補助金額

城下町地区

以外

城下町地区（下図参照）
種別

住宅取得価格の1／20（50万円上限）住宅取得価格の1／20（100万円上限）

新築住宅

住宅取得価格の1／10（25万円上限）住宅取得価格の1／10（50万円上限）

中古住宅

※
太
枠
で
囲
ま
れ
た
中
の
区
域
が
城
下
町
地
区

※城下町地区

・元町、本町、要町の全域

・泉町、城町、明倫町、錦町、

大和町、日吉町、弥生町の一部
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ふ
る
さ
と
納
税

ス
タ
ー
ト

大
野
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
募
集

寄付金税制の主な改正内容

寄付による

控除の方式 所得控除方式

控除率
適用対象寄付金×税率（10％）の軽減効果

控除対象の限度額
総所得金額などの25％

控除対象となる下限額

10万円

税額控除方式

地方公共団体に対する寄付金の

うち適用下限額を超える部分に

ついて、一定の限度まで所得税

と合わせて全額控除

総所得金額などの30％

5000円

※税金控除の対象額は、ふるさと納税によ

る寄付とそれ以外の寄付金との合計額。

※税額控除の計算方法は寄付（ふるさと納

税）する人に適用される所得税の限界税

率などで異なります。

※寄付（ふるさと納税）の一例
Aさんは大野市出身で現在東京都在

住。夫婦、子ども二人、年収700万円

（住民税30万円）の世帯。ふるさと

を応援するため大野市に35000円を寄

付すると、住民税が27000円、所得税

が3000円軽くなります。

ふ
る
さ
と
な
ど
応
援
し
た
い
地

方
自
治
体
へ
寄
付
し
た
場
合
、
そ

の
額
に
応
じ
て
居
住
地
の
住
民
税

を
軽
く
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
が
、
五
月
一
日
の
改
正
地
方

税
法
の
施
行
に
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
上
記

の
よ
う
に
寄
付
金
額
か
ら
五
千
円

を
引
い
た
額
を
、
居
住
地
住
民
税

額
の
一
割
を
上
限
に
軽
く
す
る
仕

組
み
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

巧
妙
な
手
口
の
「
悪
質
商
法
」

や
食
料
品
の
品
質
表
示
偽
造
な
ど

消
費
生
活
で
起
こ
る
問
題
は
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
消
費
者
行
政
の
効
果

的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
「
大
野

市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
四

人
と
「
大
野
市
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
」
十
五
人
を
四
月
二
十
五
日

に
委
嘱
。
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
は
、
▽
消
費
生
活
相
談
に

対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
▽
消
費
生
活

問
題
の
調
査
や
研
究
に
対
す
る
協

力
な
ど
。
「
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
」

に
は
、
▽
消
費
者
か
ら
の
相
談
や

苦
情
の
受
付
▽
不
当
な
表
示
や
過

大
な
景
品
、
訪
問
販
売
の
通
報
や

監
視
な
ど
を
一
年
間
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

長
谷
川
佳
子
（
大
野
）
・
長
田
佐

知
子
（
上
庄
）
・
北
山
よ
し
子

（
乾
側
）
佐
藤
千
恵
子
（
下
庄
）

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

幅
口
紀
子
（
大
野
）
・
上
田
洋
子

（
大
野
）
・
吉
田
直
美
（
小
山
）

佐
々
木
幸
代
（
小
山
）
・
保
格
能

里
子
（
乾
側
）
・
筒
井
と
よ
子

（
乾
側
）
・
後
川
ち
づ
子
（
阪

谷
）
中
出
美
智
代
（
阪
谷
）
・
山

田
繁
美
（
上
庄
）
・
前
田
喜
美

子
（
上
庄
）
・
島
田
登
茂
子
（
下

庄
）
・
田
中
井
昇
（
下
庄
）
・
澤
田

文
子
（
富
田
）
・
竹
田
春
美
（
富

田
）
・
池
田
い
く
よ
（
和
泉
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

納
税
（
寄
付
）
の
手
続
き

寄
付
申
出
書
に
よ
り
申
し
込

み
。
そ
の
後
、
市
か
ら
振
込
み
案

内
が
あ
り
ま
す
。
寄
付
申
出
書
は
、

電
話
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

取
得
も
可
能
で
す
。

市
で
は
、
市
外
在
住
の
大
野
市

出
身
者
な
ど
へ
積
極
的
に
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
外
在
住
の

大
野
を
応
援
し
て
く
れ
る
知
人
へ

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
行
革
推
進
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
3
5
）
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6月は

環境月間

地
球
に
優
し
い
生
活
を

近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境

破
壊
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く

報
道
さ
れ
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
影
響
に
よ
り
地
球
の
平
均
気

温
は
、
こ
の
五
十
年
間
で
過
去

千
九
百
年
の
平
均
を
超
え
て
急
上

昇
。大
野
は
昔
か
ら
地
下
水
に
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
り
、
市
民
は
自
然

の
恩
恵
を
受
け
て
、
自
然
と
と
も

に
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
六
月
は

環
境
月
間
。
温
暖
化
防
止
や
環
境

美
化
、
そ
し
て
環
境
保
全
の
た
め

に
日
常
生
活
で
出
来
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
の
取
り
組
み

▼
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
買
い
物
か

ば
ん
を
持
ち
歩
く
こ
と
で
、
レ
ジ

袋
の
使
用
を
控
え
ご
み
の
減
量
を

図
る
取
り
組
み
。
市
内
の
量
販
店

で
街
頭
啓
発
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。
▼
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い

大
作
戦

市
内
各
地
で
空
き
缶
拾
い
な
ど

居
住
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活

動
。
六
月
の
第
一
日
曜
日
な
ど
に

県
内
一
斉
に
行
い
ま
す
。

自
然
環
境
は
「
宝
」

大
野
の
地
下
水
や

美
し
い
自
然
は
、
将

来
の
世
代
に
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
「
宝
」
。

環
境
の
こ
と
に
意
識

を
持
っ
て
毎
日
の
生

活
を
少
し
変
え
て
い

け
ば
、
十
年
・
二
十

年
後
の
状
況
は
大
き

く
違
っ
て
く
る
は
ず

で
す
。
大
野
が
誇
る

環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
出
来
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
3
）

「環境」のために身近に

できる重要なこと。

1買い物のときは、自分の買い物かば

んを持っていく。

2買い物のときは、包装の少ないもの

を選ぶ。

3洗剤や化粧品などは、中身の詰め替

えができるものを選ぶ。

4リサイクル商品を購入する。

5繰り返し利用できるリターナブル瓶

を使う。

6エネルギー効率の良い家電製品を選

ぶ。

7家電製品が壊れたときは、修理して

できるだけ長く使用する。

8電気製品を使わないときはコンセン

トを抜く。

9燃費の良い車を選ぶ。

4月19日に行われた和泉地区クリーンアップ活動。区

民など約300人が参加して国道158号を中心に約3．8ｔの

ごみを収集。

散水などには雨水を利用

お
風
呂
の
残
り
湯
を
掃
除
や

洗
濯
に
使
う

2008．6広報おおの（9）


	page1
	20080601_002.pdf
	page1

	20080601_003.pdf
	page1

	20080601_004.pdf
	page1

	20080601_005.pdf
	page1

	20080601_006.pdf
	page1

	20080601_007.pdf
	page1

	20080601_008.pdf
	page1

	20080601_009.pdf
	page1




